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果実と大地

はじめに

　ヨルダンにおける床モザイクの発掘は、古代都市
の遺構が偶然に発見されたのを契機とし、1880年
に始まった。発掘が行われた地域の中でも、「マダ
バ・マップ」として名高い地図のモザイクがあるマ
ダバと並び、多くの作例を有するネボ山はよく知ら
れている。ネボ山は旧約聖書、申命記（34:1）にお
いて、モーセが登ったと伝えられる山である。5世
紀頃の聖地巡礼の旅を記した『エゲリア巡礼記』で
は、この山に登りたいと熱望した修道女が険しい山
道を進み、山上の聖堂にたどり着く様子が語られ
る⑴。同様に 5世紀に書かれたとされる『イベリア

のペトルスの生涯』では、ネボ山の洞窟でモーセの
幻影を見た羊飼いが、預言者の現れた場所に石を積
んで目印とし、村人と共にその場に記念堂を建てた
エピソードが紹介されている⑵。アンマンの南西
30kmほどの場所に位置するキルベット・アル・ム
クハヤット（Khirbet al-Mukhayyat）がネボと同定
され、1913年に聖ロト・聖プロコピオスの聖堂（6
世紀後半）のモザイクが発見された後に調査は本格
化し、宗教的な建造物に属していた床モザイクが複
数確認された。
　ネボ山のモザイクの中でも、司祭ヨアンニス礼拝
堂の上部床は比較的保存状態が良いとされる。この
礼拝堂はアモスとカシセウスの聖堂北側に付属する
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Fruits and the Earth: 
The Upper Mosaic Pavement of the Chapel of the Priest John at Mount Nebo
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Abstract
　The upper pavement of the Chapel of the Priest John at Mount Nebo dates back to the second half of the sixth 
century. The floor is decorated with a wide meandering border, containing square panels depicting birds, and por-
traits of a woman and an old man. These two people are considered to be the benefactors of this chapel. The 
central area of the pavement is divided into two sections. In the eastern part, an temple-like architecture is flanked 
by pairs of birds and plants. One of the two dedicatory inscriptions of the chapel, which is set between the col-
umns of this building, contains the names of the benefactors. The larger area of the remaining part of the floor is 
occupied by scroll motifs of acanthus leaves that include figures and animals.
　The study focuses on the Earth and the motives of fruits represented in this inhabited scroll. The Earth, which is 
personified as a woman, is closely related to fruits. In some mosaic pavements, the Earth is associated with the 
four Seasons. The Seasons also appear with Annus (Year), Ananeosis (Renewal), and Christ. Both of these themes 
and Seasons have been considered to be symbols of eternity or renewal.
　Through the examination of these themes, this work intends to interpret the meaning of the Earth and the fruits. 
In the progression of the four seasons, seed-containing fruits fall on the ground, sprout, and the bear fruits after 
the plants grow fully. With this cyclic movement, as with the other themes related to seasons, the earth and fruits 
could refer to eternity or renewal besides abundance.
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（図 1）。身廊の床モザイクは上下 2層から成ってお
り、下部床は 5世紀末から 6世紀初頭に、上部床
は 6世紀後半に作られたと考えられる（図 2）。調
査は 1933年に開始され、銘文に記された司祭ヨア
ンニスから礼拝堂の呼称がとられた。1973年の再
調査ではモザイクの状態の悪化が確認され、1985
年には保護を目的とし、床モザイクを剝離する決定
がなされた。80cmほど下にある別の床が見つかっ
たのは、上部床の剝離を行った時である⑶。
　ヨルダンで発見されたモザイクの年代は、紀元前
1世紀から紀元後 8世紀に及ぶ。当時の歴史的・芸
術的な在り様を示している点で、これら作例は貴重
といえる。他の地域の床モザイクと同様、神話の場
面や都市の景観、ナイル河とその流域の風物、狩り
や農耕の風景、葡萄などの蔓草が作る渦の中に様々
なモティーフを配したインハビテッド・スクロール
に代表される古典的な主題が採用され、四季や大
地、海、河などを人の姿で示した擬人像も見られる。
主流となる宗教は異教からキリスト教へと転じてゆ
くが、異教時代のモティーフは聖堂の装飾にも引き
続き用いられている。
　ヨルダンの作例の多くは銘文を伴い、それによっ
て制作の年代や寄進者の名などの情報が伝えられて
きた。ネボ山では 100人以上が銘文に名を残して
いる。司祭ヨアンニス礼拝堂の上部モザイクには、
男女双方の名を含む銘文に加え、寄進者の肖像と目
される胸像が 2点配されている⑷。またこの床に表
された、アカンサスの葉がモティーフを内包するイ
ンハビテッド・スクロールは、研究者により様々な
解釈がなされてきた。本稿はこの部分に関し、重要
な要素と考えられる「大

ゲ ー

地」およびこれと関連の深
いモティーフである果実に着目し、考察を行うもの
である。
　以下、司祭ヨアンニス礼拝堂の上部モザイクの概
要並びに本稿における考察の手順を示す。

1．  司祭ヨアンニス礼拝堂　上部モザイクの
概要

　この礼拝堂の上部床は、メアンダー文を用いた幅
広い帯で囲まれている。この装飾帯に組み込まれた
方形のパネルには様々な鳥が表され、また人物の胸
像も 2点確認できる。装飾帯の東側、中央のパネル
にはニンブスのある女性（図 3）が配され、北側の
中央には年配の男性（図 4）が表されている。帯の

内側、最も東の部分には、3行にわたる銘文がある。
その内容は次のとおりである。

銘文 1：
実に敬虔にして、神に愛された主教ヨアンニス
の時代、この聖なる場所は司祭ヨアンニスの熱
意により再建され完成した。…インディクティ
オの 8月。寄進をなした者、そしてこれから寄
進せんとする者の（魂の）救済のため、そして
捧げものとして。アーメン⑸。

　この銘文の西側に配置された長方形のパネルに
は、破風のある神殿風の建物が表され、その屋根の
両端には雄鶏が乗っている。この建物には 4本の柱
があり、中央の 2本の間には以下の銘文が見られる。

銘文 2：
汝（神）の僕ステファノスの息子セルギオス、
そしてポルフィリアの息子プロコピオス、そし
てローミ、そしてマリア、そして修道士ユリア
ノスの（魂の）救済のため、そして捧げものと
して⑹。

その外側の柱の間には燭台があり、建物の左右には
花、果樹、孔雀が対となって配されている。
　以上のパネルと線で隔てられた区画にはインハビ
テッド・スクロールが表されており、この装飾が床
モザイクの大部分を占めている。豊かなアカンサス
の葉の間に表される、人物、動植物の各モティーフ
は実際の比率を無視し、個々のスクロールに収まる
よう、大きさが統一されている。
　インハビテッド・スクロールの各連に表されたモ
ティーフは次のとおりである。最も東の連、北側に
は腹ばいになったライオンが配されているが、この
獣はたてがみと乳房を持ち、口を開けて尖った歯を
見せている。続く中央のスクロールの人物の顔や左
手は失われている。調査当時の写真によれば、表さ
れていたのはマントをはおり右手に剣、左手に盾を
持った男性であった⑺。その隣には後足で立つ熊が
配されている。第 2の連では破損があるものの、銘
からそれと知れる「大

ゲ ー

地」（ГΗ）が女性の胸像とし
て中央に置かれ、その両側には果物の入った籠を両
手で捧げ持つ、裸足の若者が表されている。第 3の
連には北側から順に、腹ばいになった羊、投石器を
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手にした若者、走る猪が表されている。第 4の連で
は北側のモティーフが残っておらず、中央には果物
籠を肩に乗せて立つ、ヴェールをかぶった女性、そ
の隣には座る犬が配されている。この連より西側の
部分は失われている。剣と盾を持つ男性とゲー、お
よび果物を捧げる男性の一方に破損が見られるが、
これは最初の調査以後に被ったものである⑻。スク
ロールの間にある小さな区画にも、モティーフが配
されている。各連に 2つずつ表されたモティーフは
東側より、果物もしくはパンの入った籠、茎と葉の
ある、種類の異なる果実、向き合う魚であり、第 4
および第 5連には草花がひとつずつ表されている。
　身廊床の最も東に位置する銘文 1において、再建
の年は破損により読み取ることができない。ここに
記された主教ヨアンニスの名は、同じネボ山の聖ロ
ト・聖プロコピオスの聖堂における聖域近くの銘
文、および聖ゲオルギオス聖堂（536年）身廊、東
側のパネルの銘文にも見出だされてきた。この名の
主教は少なくとも 535年から 562年の間に、マダ
バで在位していたとされる⑼。これらの銘文に登場
する主教ヨアンニスは同じ人物と推測されている
が、その理由は、共に銘文に表された名前に同じも
のが見られるためである。例えば銘文 2に記された
セルギオス、プロコピオス、ポルフィリア、ローミ、
マリアの名は聖ロト・聖プロコピオスの聖堂銘文に
も表れる⑽。同一人物と目される、主教ヨアンニス
の名を銘文に含むことから、これらの聖堂は年代が
近いと考えられてきた。銘文 2に名を記す人々は、
再建にかかわった寄進者と見られ、複数の聖堂に名
を残す点から、土地の有力な一族であったと想像さ
れる。
　この礼拝堂のインハビテッド・スクロールに関し
ては、各研究者により様々な解釈が行われてきた。
サレーとバガッティは、収穫や狩りを連想させる装
飾は聖職者が土地の人々を思い起こす目的で選択し
たものであり、人々のこうした労働は神に仕える行
為と強く結びついていたと述べ、装飾の内容は実際
の暮らしに由来するとの考えを示した⑾。
　グラバールは司祭ヨアンニス礼拝堂、および同じ
ネボ山の聖ゲオルギオス聖堂に見られるインハビ
テッド・スクロールが大地のイメージを表したもの
であると述べた。グラバールによれば、大地はすな
わち神の葡萄園であり、こうした装飾は神のもとに
おける大地の平和と静けさを表したものである⑿。

ドーフィンは、両聖堂のインハビテッド・スクロー
ルが葡萄ではなくアカンサスである点を指摘しつつ
もこの考えに従い、動物と戦う狩人の表現は、この
園を守護する者を表すとの考えを示した⒀。聖ゲオ
ルギオス聖堂の身廊床はアカンサスのスクロールを
示し、司祭ヨアンニス礼拝堂と共通するモティーフ
を含むため、比較し語られることの多い作例である。
　マグワイヤは、ネボ山の 2つのインハビテッド・
スクロールには、グラバールが示したような一般的
な解釈に加え、さらなるキリスト教的意味があると
考えた。すなわち、神に対する大地の産物の奉納、
および動物に対する人間の優位である⒁。ハントは、
こうした装飾は大地を賞賛するものと考えてマグワ
イヤを支持し、実際の生活に由来するというサレー
とバガッティの意見に疑問を示した。さらにハント
は、牧歌的な主題を表したヨルダンのモザイクとコ
ンスタンティノポリス大宮殿の床モザイクとの類似
を指摘した⒂。
　ネボ山の床モザイクには、果実に関連するモ
ティーフが多用されている。例を挙げるならば、湾
曲したナイフを手に葡萄を収穫する男性は司祭ヨア
ンニス礼拝堂下部モザイク、カイアノスの聖堂下部
モザイク（5世紀後半 -6世紀初頭）、聖ロト・聖プ
ロコピオスの聖堂、輔祭トマス礼拝堂（6世紀前半）
に共通し見られる。聖母礼拝堂（7世紀初頭）にお
いては、ナイフを添えた様々な果物が表されてい
る⒃。
　マグワイヤは果実のモティーフに関し、大地の産
物が天地創造や創造主を想起させるとし、さらに銘
文に見られる「捧げ物」という言葉との関連に注目
した。マグワイヤによれば、「主の果実」「神の果実」
等の言葉が刻まれた印があり、これらは供物のパン
に押印されたと考えられる⒄。
　果実に関し、本稿ではゲーとの関連から考察を試
みる。果実は異教古代の大地の女神と結びついてお
り、その関わりの深さはローマ時代の作例にも見る
ことができる。アラ・パキス・アウグスタエ（紀元
前 9年）正面東側の壁上段に表された、大地の女神
テルスと見られる、岩に座る女性は膝の上に果物を
置く。大地の女神を表した作例において、果実は穀
物や花とともに女神の身を飾るか、豊

コルヌ コ ピ ア

穣の角、ある
いは籠に入った状態で女神の傍らに置かれる、もし
くは女神の持つ布に入っていることが多い。大地の
女神は世俗および宗教的な建造物双方の装飾に見ら
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れ、キリスト教聖堂に表されたものに関しては、大
地を擬人化した表現と見なされてきた⒅。ネボ山に
おいては司祭ヨアンニス礼拝堂、および聖ゲオルギ
オス聖堂にゲーが表されている。ネボ山の 2つの床
モザイクと時代の近い、世俗の建物にゲーが用いら
れた例としてはアンティオキア、「アイオーンの家」
で出土した床モザイク（5世紀末- 6世紀初頭、ア
レン記念美術館、オーバリン、オハイオ州）を挙げ
ることができる⒆。
　以下、果実の象徴性を解き明かすにあたり、「大
地」との関係から、その意味を探ることとする。司
祭ヨアンニス礼拝堂において、ゲーは重要な要素と
思われるが、その理由はゲーが多くの関連するモ
ティーフに囲まれているためである。最初にゲーに
従属するモティーフ、および果実のモティーフを確
認し、装飾の構成を把握する。
　「大地」の表現の特徴として、果実が添えられる
他に、四季の擬人像を伴う作例の多さが挙げられ
る⒇。「四季」と「大地」の混在と見られる作例も
あり、その存在は両者の結びつきの強さを示唆す
る。一方、「四季」は「大地」以外の主題と共に表
される場合もある。「四季」を伴う主題に共通する
要素を探ることで、「大地」が象徴してきたものは
明確になると思われる。続く章では「四季」との関
わりを手掛かりに、「大地」に読み取られてきた意
味を検討する。さらに、大地と果実に関する言説に
目を通し、両者に関する当時の考えを探る。この礼
拝堂に表された、果実と大地が象徴するものに関
し、以上の手順で考察を進めたい。

2．装飾の構成

　最初にゲーに属するモティーフ、および果実のモ
ティーフの確認を行う。ゲーは破損を被ったが、
1935年まではその完全な姿を見ることができた
（図 5）21。当時の写真によれば、ゲーは頭部を果物
で飾り、城壁の冠を戴く女性の胸像であったことが
わかる。彼女はトゥニカとパリウムをまとい、二連
の首飾りをつけ、果物を入れた布の両端を手に持つ。
　ゲーの冠は図式化されているが、テュケと呼ばれ
る都市の擬人像が戴く冠と同様のものと思われる。
「アンティオキアのテュケ」として知られる、ヴァ
ティカン美術館所蔵の彫刻がテュケの代表的な例で
ある22。マダバのヒッポリュトス・ホール（6世紀
半ば）においては、四季の擬人像が同様の冠を戴い

ている23。様々な美術作品に表されたゲーの姿は多
様である。胸像および全身像の作例があり、ギリ
シャ語の銘「ΓΗ」を伴う場合も多い24。
　司祭ヨアンニス礼拝堂のゲーに属するモティーフ
として、対面する形で置かれた 2尾の魚について最
初に触れたい。この魚は人間や動物、花や果物とい
う、地上のものを並べた装飾の中で関心を引くモ
ティーフとなっており、この点にキリスト教的シン
ボリズムを見出す研究者もいる25。イングランド北
東部、ダラムで聖カスバートの墓から発見された絹
織物には、同様の魚と人物が表されている26。これ
までにもその図案が、床モザイクのゲーとの類似を
指摘されてきた布は損傷が激しく、現在では複数の
断片が残るのみである。図案の再構成案では、果物
や野菜の入った布を持つ人物が円環の中に見られる
（図 6）27。その下部には水と思われる波線があり、
水鳥と魚が表されている。この織物について論じた
フラナガンは、中央の人物を大地の女神ゲー、もし
くは四季の擬人像の発展形である自然の女神と考
え、一方で水鳥と魚が意味するものは不明とした。
キッツィンガーとマグワイヤはこの図案を、陸地と
海の表現であると解釈した28。
　絹織物の図案とモザイクのゲーが同じものを表す
ならば、魚は果物の入った布を手にした人物に付属
すると考えられる。魚のエピソードを持つ女神とし
て、シリアのデア・シリアが挙げられる。デア・シ
リアは様々な女神の要素を備え、その像は飾りのひ
とつとして頭に塔を戴いていたと、2世紀の風刺詩
人にして、シリアのサモサタ出身であったルキアノ
ス（120/125-180年以後）が語っている。女神の神
殿近くには池があり、そこで神聖な魚が飼われてい
たことを、ルキアノスは合わせて伝えている29。塔
の冠はテュケおよび司祭ヨアンニス礼拝堂のゲーの
城壁冠にも通じる要素といえる。
　デア・シリアは豊穣神とされており、麦を身につ
ける、あるいは 2尾の魚を頭部に示した彫刻がヨル
ダン南部、キルベット・タンヌール（Kirbet Tan-
nur）で見つかっている30。豊穣の女神が魚と結び
つく理由は判然としておらず、神話で語られる洪水
のエピソードに由来するとも、大地を豊かにするた
めに不可欠な水の要素を表すとも考えられてき
た31。黄道十二星座の魚座の神話にシリアの女神デ
ルケトが登場することも、両者の結びつきを示すと
思われる32。
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　ネボ山のモザイクおよびダラムの絹に見られる魚
は、この女神に関連したものと考えられる。すなわ
ち司祭ヨアンニス礼拝堂におけるゲーは、土着の異
教女神の姿をとっていると言えよう。絹織物の人物
を囲む円環には野菜や果物が配されているが、ゲー
の上方にも葉のついた果物が置かれている。
　果物の入った籠を持つ男性も、ゲーと共に表され
ることの多いモティーフである。ネボ山にある、聖
ゲオルギオス聖堂身廊床の中央列、最も東にゲーが
配されている。破損により頭部および銘が失われて
いるが、果物の入った布を手にした胸像であること
から、この部分はゲーを表したものと見なされてき
た。過去の写真によれば、その両側に男性が配され
ている。ひとりは果物が入っていると思われる籠を
両手でゲーの方に差し出す。もう一方の男性は片手
に何かを持っていた様子である33。
　アンティオキア、「アイオーンの家」上部床モザ
イクでは、中央のメダイヨン内にゲーの胸像が表さ
れている34。果物で頭部を飾っている点が司祭ヨア
ンニス礼拝堂の作例と共通するが、ここではゲーは
果物の入った布は持たず、首に蛇を巻く。メダイヨ
ンの両側に配された少年らは豊穣の象徴であるコル
ヌコピアを持つ。
　以上の確認から、司祭ヨアンニス礼拝堂において
ゲーを取り巻く魚、果物、および捧げ物を持つ男性
たちはこの女神に付属すると考えられる。アカンサ
スの葉による、異なる枠の中に置かれてはいるもの
の、これらは従来ゲーを表す際、共に示されてきた
モティーフであったと思われる。
　この作例では果物に関わる表現も多用されてい
る。ゲーの傍の 2つの果物、ゲーの持つ布の中の果
物、男性たちが彼女に捧げる籠の果物があり、最も
西側の列では女性が肩に乗せた果物籠が確認でき、
果物のイメージが身廊の床に繰り返されている。
　なお、最も東側に置かれた 2つの籠の中身は、果
物もしくはパンと考えられてきた35。男性たちが
ゲーに差し出す籠、および女性が肩に乗せた籠の中
身には葉が添えてあるが、この 2つの籠にはその表
現が見られない。豊穣を司る点においては、パンの
材料となる穀物もゲーの扱う物であり、彼女の髪飾
りには麦の穂も含まれていたとされる36。こうした
観察から、ゲーと関連したモティーフ、およびこれ
と関わる可能性のあるモティーフが占める領域は広
いと考えられる。

　以上、インハビテッド・スクロールの構成を検討
し、この礼拝堂の装飾においてゲーが関連するモ
ティーフに囲まれ、重要な要素となっていること、
およびこれと密接なつながりを持つ果物のモティー
フも繰り返し表されている点を確認した。続く章に
おいて、四季の擬人像がゲーと共に表される作例に
注目し、「四季」を伴う他の主題との共通点を探る
ことで、「大地」に含まれる意味を明らかにしたい。

3．四季と大地

　ゲーは果実を伴うという特徴に加え、四季の擬人
像と共に表される場合の多いことが、これまでに指
摘されてきた37。「大地」が象徴してきたものを探
るにあたり、ここでは「四季」との結びつきに注目
したい。「大地」以外の主題と共に「四季」が表さ
れる作例もあるため、これらの主題に共通する要素
を探ることで、「大地」が意味してきたものを明確
にできると思われる。
　四季の擬人像には男女の双方があり、銘が添えら
れ、どの季節を示すか判別が可能な場合もある。多
くの場合はゲーが中央にあり、その周囲に「四季」
が置かれる。ダフネ、「ゲーと四季の家」の例では
ゲー、および「秋」を除く 3つの季節が見つかって
おり、それぞれが八角形のパネル内に胸像の形で表
されている。各季節はゲーを囲むように配されてい
た38。
　ゲーと「四季」を表した作例の中には、ゲーを特
定の季節の代わりに用いたと見られるものも存在す
る。イスラエル、バイト・ジブリン（Beit Jibrin）
の例では春、夏、冬の擬人像とともにゲーが並ぶ。
3つの季節とゲーは、かつて聖堂であった建物の床
の中央、内陣と入り口を結ぶ直線上に配されてい
る。この作例には「秋」が見当たらず、果物を入れ
た布を持つゲーが、「秋」の役割を果たすと解釈さ
れてきた39。大地の女神と「四季」が混在した作例
は、両者の形態的な近さに加え、2つの主題が強く
結びついてきたことを示すと思われる。聖カスバー
トの墓で見つかった絹織物の図案に表された人物
が、大地の女神ゲーもしくは四季の擬人像の発展形
と推測されたのも、両者の親和性によるものといえ
よう40。
　ネボ山においては、聖ゲオルギオス聖堂に「四季」
が表されていると考えられてきた。前述のように、
この聖堂では身廊床の大部分を占めるアカンサスの
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スクロール内にゲーと、捧げ物をする 2人の男性が
表されている。四季の擬人像とされる胸像のパネル
は、身廊を囲むメアンダー文の帯の中に配されてお
り、冬と夏は東の内陣側に、春と秋は西側に位置す
る。これらが四季の擬人像であるとの解釈はサレー
とバガッティによる。季節の名を表す銘を欠くもの
の、コルヌコピア、麦の穂、オリーヴの枝といった
持物から各季節の同定がなされた41。四季は巡る時
間を表すとされ、「四季」を伴う「大地」の作例は、
季節の循環がもたらす豊かな実りを表すと考えられ
てきた42。
　「大地」の意味を考えるにあたり、「四季」と共に
表される他の主題の作例を参照し、その共通点を探
ることとしたい。ディオニュソス、および十二か月
の擬人像と「四季」を組み合わせた作例はよく知ら
れているが、ここで注目したいのはアンヌス（年）
およびアナネオーシス（刷新）、そしてキリストと
思われる人物を「四季」が囲む床モザイクである。
　北アフリカで出土した例（2-3世紀、エル・ジェ
ム博物館、チュニジア、図 7）において、中央のメ
ダイヨンに表された若い男性は年の擬人像アンヌ
ス、もしくは永遠を表すアイオーンと考えられてき
た。各季節は胸像の形で、蔓草の中に配されている。
アンヌスは年の循環を司る者として、「四季」の中
央を占めると思われるが、果物や麦の穂、花から成
る冠を戴くことから、季節の運行がもたらす豊かさ
も示唆する可能性を持つ。アンヌスの表現には 2種
類あり、大きな円環として表された黄道帯を持つ場
合と、エル・ジェムの例のように花や果物を伴う場
合がある。2つの表現は、アンヌスのこの 2つの特
徴を示すと思われる43。
　ダフネの作例では様々な果物を配したリースの内
部に、ギリシャ語のアナネオーシス、すなわち「刷
新」の銘を添えた女性の半身が表されている。リー
スの中に示された、翼のある小さな 4つの人物像が
「四季」と見なされてきた。（5世紀、ハタイ考古学
博物館、トルコ、図 8）。このアナネオーシスは永
遠を意味するアイオーンと関連付けられ、再生もし
くは四季の循環がもたらす豊穣を示すと考えられて
きた44。
　イングランド南部、ヒントン・セント・メリーで
出土した床モザイクは、四隅に四季の擬人像と思わ
れる胸像を配し、中央のメダイヨンには ΧΡのモノ
グラムをニンブスとしたキリストを置く（4世紀、

大英博物館、図 9）。この床が属していた建物は、
宗教的な建造物ではなかったと考えられている。メ
ダイヨンの人物の左右には、不死の象徴とされる柘
榴が配されている。この作例は実りや不死、救済を
表すとされ、中央のキリストを四季を動かす要因と
見なす、アンヌスに通じる解釈もなされてきた45。
　これら 3つの、四季を伴う作例の共通点として、
中央の主題が再び巡りくるものを表していることが
挙げられる。アンヌス、すなわち「年」は永遠に巡
るものであり、アナネオーシスすなわち「刷新」は
新たな始まりであり、キリストは死から復活を遂げ
るエピソードの持ち主である。当然ながら四季も循
環するものであり、中央の主題とその周囲に置かれ
た「四季」は、同様の意味を重ねていると考えられ
る。巡るもの、すなわち繰り返しが表現されている
ことから発展し、この三者に永遠もしくは再生、不
死の意味合いが読み取られてきたことも共通する。
これら主題を囲む「四季」も、循環に加え、永遠や
再生を意味すると推測される。
　「四季」はローマのメダイヨンにも用いられてき
た。この主題と共に示された銘には、豊穣を示す言
葉に交じり、永遠を意味すると思われるものも見ら
れる。「AETERNITAS AVG」の銘を持つタキトゥ
ス帝（275-276年）のメダイヨンにおいて、中央の
皇帝は黄道帯を持つアンヌスの作例に見るような円
環を持ち、その傍らに「四季」が小さく表されてい
る46。四季も永遠の意味合いに関係することが、こ
うした例にも示されているといえる。中央に表され
た主題とそれを囲む「四季」とは、永遠、循環、も
しくは再生の意味を重ねる可能性を持つ。
　次章において、これらの作例に象徴される永遠や
再生を、同様に「四季」を伴う場合の多い「大地」
にも読み取ることができるか検討したい。中央の主
題と、それを囲む「四季」とが同様の意味を重ねた
ものであるなら、「四季」を持たないヨアンニス礼
拝堂の「大地」にも再生の意味合いが見いだせるの
ではないか。

4．果実と大地

　「四季」を伴う主題について、巡るものという共
通点があることは、先に示したとおりである。大地
それ自体に対し「巡る」という表現は適切と思われ
ないが、これと関連を持ち、循環の動きを示して再
生や永遠を想起させる要素を探るにあたり、「大地」
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と共に表されることが多く、アンヌスやキリストの
例にも示されてきた果物に注目すべきであろう。前
述のように、アンヌスは様々な果物や花から成る冠
を戴き、季節の豊かさを暗示する。またキリストの
左右に置かれた柘榴は不死を象徴するとされる。
　「大地」と「四季」の組み合わせにより、季節の
到来による実りが表されてきた。マグワイヤは、司
祭ヨアンニス礼拝堂および聖ゲオルギオス聖堂の装
飾に関し、次のような循環を見出した。すなわち収
穫された最初の果実を感謝の証、および豊穣の願い
として神に捧げ、願いが通じれば、季節が巡ったの
ちに再び豊穣がもたらされる47。豊かな実りへの願
いと結びついた、果物にまつわるこのような繰り返
しも考えられるが、アレクサンドリアのフィロン
は、それとは異なる循環に触れている。フィロンは
1世紀に活躍したユダヤの思想家であるが、後世の
教父らの著作にもその影響を見ることができる48。
旧約聖書、創世記に関する彼の著作に、次のような
一節が見られる。

　…すると大地は、あたかも長い間はらんで陣
痛に苦しんでいたかのように、すべての種類の
蒔かれたもの、ことごとくの木、さらに無数の
種類の果実を生んだのである。
　だが果実は、ただ動物の餌であるばかりでな
く、同種のものの絶えざる生成の備えでもあ
る。つまり、果実は種子としてのあり方を内包
しており、その中に木全体のロゴスがあって、
初めはまだ隠れて見えない状態にあるが、やが
て季節が巡って来ると現れ出て見えるようにな
るのである。それは、神が、自然に往復反転の
過程をとらせ、種を不滅なものにし、永遠に与
らせようとしたからである。そのために、神は、
「初め」を導いて「終わり」へと至らせもすれ
ば、また、「終わり」を「初め」に戻るように
もしたのである。じっさい、樹木から果実が生
じるが、それがいわば「初め」から「終わり」
に至る例に当たり、また、自らのうちに種子を
含んでいる果実から今度は樹木が生じるが、こ
れがいわば「終わり」から「初め」に至る例に
相当するといってよいであろう49。

　天地創造の三日目、神は大地に命じ草や木を芽生
えさせるが、上記の引用はその部分に関する解釈を

述べたものである。種子を持った果実は初めを内包
した終わりの姿であり、樹木を生じて終わりから初
めへと転じることが語られる。フィロンは、その往
復反転には季節の循環が影響する点にも触れ、さら
に惑星が大気に働きかけて季節ごとの変化を引き起
こし、地上のすべてのものを完成に導くと述べた50。
　大地とそれに働きかける四季、そしてその結果生
み出される動植物という、フィロンの語る世界観
は、大地と四季、そして動植物を表した床モザイク
の作例を想起させる。その一例としてチュニジア、
カルタゴの床モザイクを挙げることができよう（図
10）51。この作例の構成を描きとめた記録によれば、
中央のメダイヨンには椅子のようなものに座り、コ
ルヌコピアを左腕に抱えた人物が置かれている。こ
の人物は大地もしくは豊穣の女神と解釈されてき
た。その傍らには、この人物の方に片腕を伸ばす別
の人物が表され、両者の周りには草花が見られる。
その周囲には十二か月の擬人像が並び、それぞれの
月を表す銘が添えられている。以上の部分が果物と
葉からなるリースに囲まれ、さらにそれを囲む方形
の四隅に四季の擬人像が銘と共に配され、その間を
鳥と植物が満たしている。このモザイクの外側の部
分は幅の広い帯状であり、中に草木と四つ足の獣を
表す。大地や四季、動植物といった様々な作例に見
られる要素が、このカルタゴの例において集約され
ている。
　フィロンが述べたのは大地を介し、果実に顕著に
示される、自然における生と死の循環であった。一
方、2世紀にアンティオキアの主教であったテオ
フィロス（181/188年歿）は、死者が生き返る証に
関し、次のように語っている。

　しかしながら、神はこのことを信じるための
証拠をあなたにたくさん見せているのである。
というのも、もしよければ、季節や昼や夜の終
わりを、すなわちそれらがどのようにして死
に、そして復活するかということを考えてみな
さい。また植物の種や実の復活、しかも人間の
利益のために起こる復活というのもそうではな
いか。たとえば、麦粒や他の種粒を大地に蒔く
と、まず死んで消えてしまうが、次には生き
返って穂となるということが挙げられよう。ま
た木や果物は神の命令により、人間にはそれと
わからず、目に見えないものから季節に応じた
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実をつけるという本性をもっているではない
か。〔中略〕これらすべてのことは神の知恵の
働きであり、それは、まさにこれらのことを通
して神がすべての人間を一人残らず復活させる
ことができるということを示すためなのであ
る52。

　テオフィロスによれば、季節や昼、夜といった循
環するものは死と復活を繰り返しており、それと同
じように植物の種や実が大地に埋められたのちに復
活する。さらに、このことはすべての人間が復活す
る証として神が我々に示すものであると、テオフィ
ロスは続ける。すなわち、穀物や果実は人間のため
に実を結ぶだけでなく、再生、復活の証拠を人間に
示すためにも存在するのである。
　果実と種子に関しては、異なる見方も示されてい
る。例えばオリゲネス（185頃 -253/254年）は、
天地創造の三日目における植物の芽生えに関し、次
のように述べた。

神は、ただ青草を芽生えさせるよう地に命じた
だけでなく、絶えず実を結びうるように、種子
をも芽生えさせるよう命じる。また、ただ果樹
（を芽生えさせるよう）命じるだけでなく、「種
類に応じて果実を結ぶ種子をもたらす果実」を
結ぶよう命じる。それは、果実が自らの内にも
つ種子からたえず果実をもたらしうるためであ
る。
　それゆえ、同様に、われわれも実を結び、わ
れわれ自身の内に種子を有していなければなら
ない。すなわち、あらゆる善行と美徳の種子を
われわれの心の内に有していなければならな
い53。

　ここでは、義に即した行為が果実に、その出発点
となる善行と美徳の精神が種子に例えられている。
大地と果実を用いた聖堂の装飾に、こうした道徳的
な比喩を読み取ることも可能である。しかし、床モ
ザイクにおいて、「大地」が循環するものである「四
季」を伴うことが多く、「四季」と組み合わせられ
る他の主題として、年の擬人像アンヌスや刷新を意
味するアナネオーシスなどの例があることから、再
生、復活の意味合いを読む方がよりふさわしいと思
われる。

　4世紀、コンスタンティノポリス総主教であった
ヨアンニス・クリソストモス（344/349-407年）は、
「ローマ人への手紙」の一節に関する説教において、
次のように語っている。

　…「もし、我々が共に植えられたなら」、し
たがって、植えることの言及が、そこから生じ
て我々にもたらされる果実の手がかりを与え
る。なぜならあの方の体は地に埋められ、その
果実として世界の救済をもたらすからだ54。

　新約聖書のこの部分は、キリストの死および信者
にとっての「水における死」たる洗礼について触れ
た箇所であるが、それを背景に語られるのは種子の
ごとく埋められたキリストと、その成果としてもた
らされる救済である。ここには埋葬と植えることを
近しいものととらえる感覚が窺える。
　オリゲネスを除く以上の言説は、地に蒔かれた種
子が成長して樹木となり、やがて実を結び、その実
に内包された種子が地に落ちて再び発芽するとい
う、自然をつぶさに観察することで感知されてきた
サイクルに、再生の象徴を見出したものである。四
季は、この循環に働きかける役割を担っている。大
地を介した果実の循環は、永遠や再生、復活を想起
させるものであり、そのことが司祭ヨアンニス礼拝
堂で示される、果実と大地の装飾にも反映されてい
ると考えられる。
　先に述べたように、この礼拝堂には 2つの銘文が
残るが、どちらも装飾の意図を説明したものではな
く、一方には寄進者たちと思われる名が連ねられて
いる。また身廊全体を囲む装飾帯に見られる 2つの
胸像は寄進者の肖像とされている55。東側、中央の
女性にはニンブスが表されているが、聖人とはみな
されておらず、銘文に名を残す寄進者、もしくは寄
進者らの母と考えられてきた56。司祭ヨアンニス礼
拝堂の装飾は、銘文および肖像の形で存在を示すこ
れらの人々、おそらくは土地の有力な一族が、豊穣
および再生の願いを込めたものと思われる。

おわりに

　本稿ではゲーを中心とし、果実のモティーフを繰
り返した司祭ヨアンニス礼拝堂上部の床モザイク
に、再生への願いが込められた可能性を検討した。
大地を表すゲーは重要な要素であり、果実はこれと
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強いつながりを有する。「大地」は四季の擬人像と
組み合わされる作例が多いが、「四季」を伴う他の
主題に再生や永遠、復活を想起させるものが見られ
ることから、「大地」も同様の意味を持ちうると推
測した。この礼拝堂において「四季」は表されない
ものの、「四季」とそれが囲む中央の主題に関して
は循環の意味合い、アレクサンドリアのフィロンの
言葉を借りるならば往復反転の要素が共通してお
り、両者は同様の内容を重ねたものと考えられる。
　果実と大地に関する言説の中に、再生や復活に言
及したものがあることが、この考えの裏付となる。
種子を含んだ果物が地に落ち、季節の移り変わりに
よって樹木となり、再び実をつける循環に、再生の
証が見出されてきたといえる。大地を介した、こう
した循環は豊かな実りをもたらす。この循環は生と
死の繰り返しとも見なされ、そこに死からの復活と
いう願いが重ねられたと考えられる。自然の科学的
な観察、もしくは農耕といった日々の営みにおいて
感知されてきた周期に、豊穣と再生への望みが託さ
れてきたといえよう。
　今日のヨルダンにあたる地域のモザイク制作は、
6世紀に頂点を迎えたとされる。魚や鳥、獣や花々
といった古典古代以来のモティーフが採用され、ま
た本稿で取り上げたように、擬人像も聖堂の装飾に
組み入れられてきた。古来より果実と大地に読み取
られてきた再生の意味合いは、引き続きこの床モザ
イクにも反映されていると考えられる。
　ハンフマンによれば、墓碑銘には次のようなもの
があるという。「果実を大地に与えよ、大地が果実
を返せるように」57。この銘文で語られる、大地を
介し、果実が種子から再び果実となる循環にそれ以
上の意味、すなわち人間の死と再生の意味が託され
ているか、判断は困難であるが、大地の再生する力
に対する意識を読み取ることはできる。
　ネボ山の他の床モザイクにおいて、果実を題材と
した装飾は多く用いられているが、他の作例にも再
生や永遠の意味合いが見出せるか、確認が必要であ
る。司祭ヨアンニス礼拝堂の装飾に関しては、人と
動物に関する部分の考察が課題といえる。こうした
検討は、他の作例にも敷衍される可能性を持つだろ
う。
　「四季」を伴う表現に関しては、永遠、再生を象
徴するとの見解を示したが、この考えが他の作例に
も適用できるか確認を要する。以上を今後の課題と

したい。
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　　http://www.christusrex.org/www1/ofm/fai/FaiMukhPicts/
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図 5　ゲー
　　http://www.christusrex.org/www1/ofm/fai/FaiMukhPicts/
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図 6　絹織物の再構成案 図 7　アンヌス（年）

図 8　アナネオーシス（刷新）
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図 9　ヒントン・セント・メリーのキリスト

図 10　カルタゴの床モザイク


